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１ 会長及び副会長の互選について 

２ 市川市立信篤幼稚園及び市川市立新浜幼稚園の閉園方針について 

３ 幼児教育推進に係る具体的な取組の状況について 
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・資料３ 令和５年度市川市幼児教育基本方針の具現化に向けた取組 重点項目 

・資料４ 市川市幼児教育基本方針 

 ・資料５ 市川市版アプローチカリキュラム・スタートカリキュラム 



氏　　名 所属・役職名　等 初委嘱年月日

高尾
たかお

　公
きみや

矢 聖徳大学　名誉教授 平成22年5月13日

駒
こま　

　久美子
くみこ

千葉大学　准教授 平成28年4月8日

川畑
かわばた

　いつこ 市川市議会議員
令和5年7月7日

新任

大野
おおの

　京子
きょうこ 一般社団法人市川市医師会

副会長
令和5年7月7日

新任

緑
みどりや

谷　一樹
かずき

市川市私立幼稚園協会　顧問 平成25年7月7日

松尾
まつお

　裕美
ひろみ 市川市私立幼稚園

ＰＴＡ連絡協議会
平成29年7月7日

川久保
かわくぼ

　葉子
ようこ

市川市立南行徳幼稚園　園長 令和3年7月7日

湊
みなと

　望
み

友
ゆ

市川市公立幼稚園　保護者
令和5年7月7日

新任

小島
こじま

　基
もと

江
え

市川市私立保育園　園長
令和5年7月7日

新任

佐藤
さとう

　あゆみ 市川市私立保育園　保護者
令和5年7月7日

新任

鈴木
すずき

　知美
ともみ

市川市立塩焼第２保育園　園長
令和5年7月7日

新任

神野
かみの

　侑加
ゆか

市川市立保育園　保護者
令和5年7月7日

新任

第
４
号

委
員

小学校又は義務教育学校
（前期課程に限る。）の

関係者
海老原
えびはら

　澄子
すみこ

市川市立冨貴島小学校　校長 令和4年7月8日

第
３
号
委
員

保育園の関係者

市川市幼児教育振興審議会委員名簿

（任期：令和５年７月７日～令和７年７月６日)

区　　分

第
１
号
委
員

学識経験のある者

第
２
号
委
員

幼稚園の関係者



資料１

公⽴幼稚園の今後のあり⽅
公⽴幼稚園 6園

● 引き続き「公の役割」を実践する
（特に①特別⽀援教育）

● 存続する公⽴幼稚園を「研究指定園」とし、
幼保⼩⼀貫教育推進の拠点とする

● 市⺠や議会に対して⼗分な説明を⾏いながら
進める

４園は当⾯の間存続 ２園は発展的解消（閉園）

● 発展的解消（閉園）後の施設や⼟地の活⽤
についても併せて検討する

● 在園している園児を途中で退園させない

研究指定園
「公の役割」を踏まえた幼児教育の実践・研究

市内の各幼児教育施設に情報発信

● 幼稚園に⼊れない児童が出ないように、周囲
の私⽴幼稚園の状況などを踏まえて検討する

⼤洲百合台 信篤 新浜塩焼南⾏徳

特別⽀援児

33 283
（再掲） 6 4 10 - - - 20

⼊園児童数 21 38 69 85 37

計

定員 210 210 280 210 140 140 1,190

百合台 ⼤洲 南⾏徳 塩焼 信篤 新浜

単位︓⼈

２．未就学児童の状況

１．公⽴幼稚園の今後の⽅向性検討の背景

市川市⽴信篤幼稚園及び市川市⽴新浜幼稚園の閉園⽅針について（１）公⽴幼稚園の現状について 令和６年３⽉１８⽇
こども部 こども施設計画課 学校教育部 指導課

６．公⽴幼稚園の今後のあり⽅

３．幼稚園の状況

４．公⽴幼稚園各園の⼊園状況 （令和５年５⽉１⽇現在）

今後の公⽴幼稚園の基本的⽅針

答申に基づき
「公の役割」を継続

新たなニーズに対応
「公の役割」に合わせて

施設数を適正化

4,338
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2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
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各年度4⽉〜3⽉で集計

出⽣数
⼈

５．公⽴幼稚園と私⽴幼稚園の関係性

公⽴幼稚園 ＝ 私⽴幼稚園の補完 昭和40〜50年代にかけて、⼈⼝が急増する中、
私⽴幼稚園に⼊園できない児童のために設置

604 584

452
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各年度5⽉1⽇現在

公⽴幼稚園⼊園児童数
⼈

5,385
5,138

4,774

4,308
4,009

3,000

4,000

5,000

6,000

R1 R2 R3 R4 R5

各年度5⽉1⽇現在

私⽴幼稚園⼊園児童数
⼈

24,218 24,023

23,329

22,774

22,177

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

H30 R1 R2 R3 R4

各年度3⽉31⽇現在

未就学児童数
⼈

７．今後の主なスケジュール

令和6年3⽉ 令和6年6⽉ ・ 6⽉議会に条例改正議案提出
・ 令和7年度新規⼊園受付停⽌（予定）

令和7年4⽉ ・ 年⻑クラスだけで運営（予定）

令和8年3⽉末 ・ 発展的解消（閉園）（予定）

4⽉ ・ 定例教育委員会に議案提出

・ 幼児教育振興審議会にて報告

・ 幼児教育振興審議会に報告

・ ⼦ども・⼦育て会議にて報告5⽉

幼児教育振興審議会から出された答申

百合台北部

⼤洲中部

南⾏徳南部

① 特別⽀援教育

② 教育機会の確保

③ 幼児教育の研究

⑤ ⼈材育成機能

④ ⼦育て⽀援施策（相談）

﹁
公
भ
役
割
﹂

基幹園

 ３園を基幹園として残し、「公の役割」を果たす１
 その他の園については
  廃園可能な園から
  順次廃園を検討する

２

  1学級あたりの⼈数の
 適正規模は
 概ね20〜35⼈とする

３

『公⽴幼稚園の今後のあり⽅について』（平成28年度）



資料２

市川市⽴信篤幼稚園及び市川市⽴新浜幼稚園の閉園⽅針について（２）⽅針（案）の周知・説明状況について

１．周知・説明の進捗状況

② 教育に関すること

・ 閉園するまで、例年通りの園⾏事の実施や、教育の質が低下しないような取り組みをしてほしい。

③ 跡地の活⽤に関すること

・ ⼦育て相談のできる施設や発達⽀援等に関する施設を設置してほしい。

・ 病児保育を実施してほしい。

・ ⼩学校の隣に位置している特性を活かした事業展開（⼩学校との連携等）をしてほしい。

① 計画（案）に関すること

・ 保護者への説明から閉園までの期間が短すぎる。

・ 単学年になることについて、⼊園が決まってから説明されても困る。

・ 保護者が⼊園先を選択するにあたり⼗分な期間を設けるべき。

・ 閉園となる2園と、存続する塩焼幼稚園との線引きが不明瞭。

３．これまでに寄せられた主な意⾒

④ その他

・ 私⽴は⼊園費⽤として約10万円、その他にも様々な⾯で公⽴よりも費⽤がかかる。
2園が閉園した結果私⽴に通うことになった場合、市として何らかの補助をしてもらえないか。

・ 閉園後も下の⼦は公⽴に通わせたい。存続する園は⾃宅から遠いため、通園バスを導⼊してほしい。

・ 公⽴のこども園を設置することはできないのか。

・ 全ての公⽴幼稚園に知的級だけでなく、情緒級も設置をしてほしい。

・ 下の⼦も公⽴に⼊れたいと考えていた。公⽴は2年保育、私⽴は3年保育で⼊園申し込みの
時期が異なる。既に⾯接等が終わっている私⽴幼稚園もあると聞く。⼊園を断られないかとても⼼配。

・ 障がいを持つ児童は私⽴幼稚園に⼊園を希望しても断られるのではないか。

・ 信篤幼稚園がなくなると、近隣には私⽴幼稚園1園しかなくなってしまう。私⽴幼稚園の教育⽅針が
合わない場合はどうしたらよいのか。

令和６年３⽉１８⽇
こども部 こども施設計画課 学校教育部 指導課

案件名 ︓公⽴幼稚園の今後のあり⽅（案）について

意⾒募集期間

意⾒を提出した⼈数 ︓58⼈

︓令和6年1⽉20⽇（⼟） 〜 令和6年2⽉19⽇（⽉）（31⽇間）

２．実施したパブリックコメントの概要

【①　信篤・新浜　在園児童の保護者】

12/12

12/22 参加者︓【信篤】35名　【新浜】35名

2/13 参加者︓【信篤】15名

【②　信篤・新浜　新規⼊園予定児童の保護者】

12/12 対象者 ︓ 【信篤】8名　【新浜】10名

1/17 参加者 ︓ 【信篤】7名　【新浜】8名

⇒ 2/9

【③　信篤・新浜以外　在園児童の保護者】

12/12

【④　市⺠全般】

1/20

【⑤　市議会議員】
11/30
12/1

【⑥　教育委員会関係】

12/8

12/27

【⑦　私⽴幼稚園関係】

1/24

2/9

2/13

公⽴幼稚園の今後のあり⽅（案）に関するパブリックコメント実施　(〜2/19まで）

議⻑に個別説明後、議員説明会を開催

定例教育委員会において教育委員に説明

幼児教育振興審議会の委員に対して説明⽂書を送付

私⽴幼稚園協会の会⻑（⽩菊幼稚園理事⻑）に個別説明

東浜幼稚園理事⻑に個別説明

原⽊幼稚園理事⻑に個別説明

説明⽂書を配付（説明会開催案内）

電話で個別説明　→　説明⽂書送付

各園で個別説明（⼊園説明会開始前）

百合台・⼤洲・塩焼・南⾏徳各園の在園児童の保護者へ説明⽂書を配付

希望者との座談会を開催（信篤公⺠館）

各園で保護者説明会を開催

発展的解消の延期に関する要望書・署名を受領（信篤幼稚園を守る会）
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情報の共有

精査（何が⾜りていて

何が⾜りないか）

⾒直し・改善

研修の充実

・教育委員会、市⻑部局それ
ぞれで研修を⾏っている

・公⽴、私⽴園の交流

アプローチカリキュラム・
スタートカリキュラムの推進

・公⽴、私⽴を含めた園と
⼩学校の連携

・地域ごとに⽬指す資質、能
⼒の共通の⽬標と視点をもつ

・接続を意識したカリキュラム
の作成

ＩＣＴ環境

・幼児教育におけるＩＣＴの
活⽤
・オンラインを活⽤した交流
活動や情報発信、教育相談や
職員研修等の実施

障がいのある
⼦どもなどへの⽀援

・特別な⽀援や配慮を要す
る⼦供に教育委員会、市
⻑部局でそれぞれ個別の
指導計画がある

・巡回相談をそれぞれで
⾏っている

ＩＣＴ環境の整備に

向けた課題の共有

課題解決のための

⼿法や予算化の検討

具現化に向けた

取り組みの推進

アプスタ研修の実施

園と学校がつながる

地域ごとに⽬指す資質、

能⼒の共通の視点を共有

カリキュラムの作成

公⽴・私⽴共に
学び合う
研修の充実

公⽴・私⽴を含めた
園と⼩学校の
連携と接続

ＩＣＴ環境の整備に
よる教育や職員研修

の充実

ライフサポートファイル
個別の教育⽀援計画
（スマイルプラン）
個別の指導計画

⾒直し 活⽤の仕⽅共有
児童発達⽀援システムの活⽤

各課が⾏っている

研修の共有

研修内容の精査

共通する

研修の充実

1 1 1 1

2 2 2 2

3 3 3 3

︻
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題
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順
︼
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市川市幼児教育基本方針 

１ はじめに 

■方針策定の背景と経緯

近年、少子化や核家族化、地域のつながりの希薄化、共働き家庭の増加など、子ど

もの育ちに関する社会状況の変化を背景に、様々な教育課題が拡大、顕在化してきて

います。 

平成 29年 3月には、幼稚園教育要領、保育所保育指針及び幼保連携型認定こども

園教育・保育要領（以下「幼稚園教育要領等」という。）が同時期に改訂・改定さ

れ、幼児教育を行う施設 1では、小学校教育への円滑な接続や特別な配慮を必要とす

る子どもへの指導の充実などを重点に、平成 30年 4月から、幼稚園教育要領等を踏

まえた実践が行われています。さらに、令和 3年 1月には、中央教育審議会答申「令

和の日本型学校教育の構築を目指して」が公表され、幼児教育の一層の質の向上を図

ることが求められています。

また、市川市教育委員会においては、これまで「生きる力の基礎を育む教育」とし

て幼児教育の推進を図ってきました。特に、平成 28年 4月には、市川市幼児教育振

興審議会に「公立幼稚園のあり方に関する基本的方針の一部見直しについて」を諮問

し、同年 10月の答申に基づき、平成 29年 2月「公立幼稚園に関する今後のあり方

（基本的方針）」を一部見直し、公立幼稚園の基幹園としての役割や１学級あたりの

適正規模などについて、市川市教育委員会の考え方を明らかにしたところです。 

しかし、市川市の幼児教育においては、小学校教育との円滑な接続、障がいのある

子どもや日本語の習得をはじめとする特別な配慮を必要とする子どもへの支援、幼児

教育を行う施設の情報共有や連携などに、未だ多くの課題が見られます。 

そこで、これらの課題を踏まえ、新しい時代における幼児教育の一層の質の向上を

図り、公立、私立を含めた本市全体の幼児教育を推進するため、本方針を策定するも

のです。 

２ 基本的な考え方 

■方針の位置づけ

市川市教育委員会では、これまで、「人をつなぐ 未来へつなぐ 市川の教育」を

基本理念として、感性を豊かに働かせ、変化の激しい社会の中でたくましく生きてい

くことのできる子どもの育成を目指し取り組んできました。特に、幼児教育について

は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な役割を担っているとの認識を持ち、第

3期市川市教育振興基本計画においても「幼児期における教育の推進」を取り組むべ

き施策として掲げています。 

そこで、本方針では、目指す子ども像を明確にするとともに、「幼児期における教

育の推進」を具現化するための基本的な方策を示すこととしました。 

なお、本方針の対象となるのは、主として３〜５歳の子どもであり、幼児教育を行

う施設としては、公立及び私立の幼稚園、認定こども園、保育所等を想定していま

す。なお、当該未満の乳幼児や幼児教育を行う施設等に通っていない乳幼児の保育・

教育についても、本方針に準拠することを想定しています。 

資料４
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■育成を目指す子ども像「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 

   幼稚園教育要領等の改訂により、幼児教育において育みたい資質・能力として「知

識及び技能の基礎」「思考力，判断力，表現力等の基礎」「学びに向かう力，人間性等」

が示されました。この３つの柱は生きる力の基礎となるものです。これらは個別に取

り出して指導するのではなく、遊びを通しての総合的な指導の中で一体的に育んでい

くことが大切です。 

また、幼児教育で育まれていく具体的な姿（資質・能力）が、幼稚園教育要領等にお

いて「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」として示されました。これは、「健康な

心と体」「自立心」「協同性」「道徳性・規範意識の芽生え」「社会生活との関わり」「思

考力の芽生え」「自然との関わり・生命尊重」「数量や図形，標識や文字などへの関心・

感覚」「言葉による伝え合い」「豊かな感性と表現」の１０の視点からそれぞれ具体的に

示されています。 

さらに、今回の幼稚園教育要領等の改訂にあたっては、「学びに向かう力」「自立心」

などの社会情動的スキルいわゆる非認知能力の育成の重要性が中央教育審議会答申に

おいて指摘されています。社会情動的スキル（非認知能力）とは、「自己肯定感」「自立

心」「協調性」「自尊心」「感情のコントロール」「粘り強さ」「挑戦する気持ち」「意欲・

好奇心」「状況判断」「やる気」「やり抜く力」など、認知以外の能力です。子どもたち

が予測困難な未来を主体的に生きていくためには、社会情動的スキル（非認知能力）を

社会全体で育むことが重要となります。 

好奇心や意欲、探究心、人と折り合いをつける力などは、自発的な活動としての遊び

の中で、人や物や自然と豊かに関わる体験を通して育まれます。気持ちを支えてくれる

友だちや身近な大人との深い信頼関係に基づく関わりや安定した情緒の下で、励まさ

れたり、認められたり、ほめられたりした体験が、諦めない粘り強さや、やり抜く力、

挑戦する気持ちなどを育んでいきます。 

   以上のことから、幼児教育を行う施設においては、子どもの自発的な遊びや生活の

中で、１０の姿が現れてくるよう、それぞれの時期にふさわしい活動を展開し、必要

な体験が得られるようにしていきます。また、幼稚園教諭、保育士、保育教諭は、１

０の姿を考慮し、毎日の保育の積み重ねがその姿につながっていくということを意識

して指導をしていきます。さらに、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を小学校

教職員と共有し、教育の内容や方法等の相互理解を進め、幼児期に育まれた資質・能

力を小学校段階に引き継いでいきます。 

 

３ 基本的な方策 

（１）小学校教育との円滑な接続 

  ■アプローチカリキュラム 2・スタートカリキュラム 3の活用推進 

幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」が、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の改定・改訂に伴い、

そのいずれにも明記され、共有していくことになりました。就学前までの子どもは、そ

れぞれの園独自の教育を受けてきますが、このことによりどの園の子どもも「幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿」を意識した保育・教育を受けて就学することになりまし

た。 
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また、小学校学習指導要領にも「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた指

導の工夫をすることが記されています。 

幼児教育を行う施設と小学校が様々な情報を共有し連携していくことで、幼児期の

教育を通して育まれた資質・能力を小学校でさらに伸ばしていけるようにすることが

必要です。 

さらに、令和 3年 5月、文部科学大臣により「幼児教育スタートプラン」のイメージ

が公表され、7月には、中央教育審議会初等中等教育分科会において「幼児教育と小学

校教育の架け橋特別部会」が設置され、幼児教育と小学校教育の円滑な接続について協

議が重ねられています。 

市川市教育委員会では、就学前の子どもの学びが小学校の学習につながるよう、平成

30 年 9 月に「アプローチカリキュラム・スタートカリキュラム」を作成し、合同研修

会を実施するなど幼児教育と小学校教育の円滑な接続に努めています。就学時に適切

な引継ぎを行うために「引継ぎに関わるガイドライン」4を作成し、引継ぎの時期、方

法、内容などを周知し、定着を図っています。 

今後は、幼児教育を行う施設と小学校を対象にした「アプローチカリキュラム・スタ

ートカリキュラム」に関する研修を一層推進し、情報の交換・共有の場を作るとともに、

カリキュラムの接続など、子どもの発達や学びの連続性の確保に努めていきます。ま

た、小学校見学、幼児教育を行う施設からの学校運営協議会やブロック校長会への参加

など幼児期から児童期への円滑な接続を支える連携を地域の視点からも考えていきま

す。さらに、関係部局との協力体制を整備し、幼児教育を行う施設の形態に関わらず、

一人一人の育ちが小学校教育へとつながるよう接続の充実に取り組んでいきます。 

 

（２）特別な配慮を必要とする子どもへの支援 

  ■障がいのある子どもなどへの支援 

   障がいのある子どもなどの将来的な自立と社会参加のためには、一人一人の教育的

ニーズの早期発見とそれに応じた早期支援が重要です。また、幼児教育を行う施設に

おける特別支援教育の充実、それを支える教育委員会事務局・市長部局・関係機関が

連携した切れ目ない支援体制の整備が必要です。 

幼児教育を行う施設には、施設のバリアフリー化、補助教員等の配置など、全ての子

どもを受け入れやすい環境を整え、障がいのある子どももない子どもも共に育ち合え

るように、一人一人の障がいの状態に応じた指導を行うとともに、保護者への支援を行

うことが求められています。 

また、特別な配慮を必要とする子どもへの対応にあたっては、幼稚園教育要領及び幼

保連携型認定こども園教育・保育要領では、「集団の中で生活をすることを通して全体

的な発達を促していくことに配慮し、（中略）個々の幼児の障害の状態などに応じた指

導内容や指導方法の工夫を組織的かつ計画的に行うものとする」と明示されています。

保育所保育指針には、「一人一人の発達過程や障害の状態を把握し、適切な環境の下で、

障害のある子どもが他の子どもとの生活を通して、共に成長できるよう指導計画の中

に位置づけること」と明記されています。 

市川市では、幼児数が減少している中、配慮を必要とする子どもは増えている現状に

あります。しかし、幼児期の子どもの特性への理解、その見立て（判断）は難しいもの
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があります。市川市教育委員会では、平成 24年 4月に策定した「市川市特別支援教育

推進計画」5に基づき、個別の教育的ニーズのある子どもが、家庭や関係機関と連携し

た連続性のある教育的支援を受けることができるよう「個別の教育支援計画」6（市川

スマイルプラン）や「個別の指導計画」7の作成・活用を進めるとともに、教職員の専

門性の向上を図る研修を実施しています。 

また、公立、私立を問わず市内全ての幼稚園を対象に幼児教育相談員を派遣し、一人

一人に応じた指導・援助や特別支援教育に対する研修、指導・支援に関する相談活動を

進めています。保育所では、公立、私立を問わず、こども発達センターの心理士や県立

及び市立の特別支援学校の特別支援教育コーディネーター8が要請に応じて巡回指導を

行うなど、支援の充実を図っています。 

今後も、子ども一人一人が、それぞれの地域の中で個に応じた継続的な指導や支援を

受けられるよう、幼児教育を行う施設と小学校、特別支援学校、関係機関、相談窓口な

どの連携をさらに強化し、教育的視点や福祉的視点からの支援の充実を図っていきま

す。特に、特別な配慮を必要とする子どもの就学にあたっては、早期からの丁寧な相談

を行う中で、様々な学びの場を丁寧に説明するとともに、個々の子どもの障がいの状態

に応じた必要な支援を受けることができるよう、関係機関と連携して取り組んでいき

ます。 

 

  ■外国につながる子どもへの支援 

近年、急速なグローバル化が進む社会にあって、多様性を尊重しながら共生していく

ことは不可欠です。異なる文化や言語を有する子どもたちが一緒に遊んだり、共に過ご

したりすることは、どの子どもにとっても意味のあることです。幼児教育を行う施設に

は、全ての子どもが安心して過ごせるよう、一人一人の不安や孤独を敏感に感じ取り、

心を支えるような対応や、それぞれの違いを大切にして、互いを尊重し合う関係を築け

るような支援をしていくことが求められています。幼稚園教諭、保育士、保育教諭に対

する様々な外国文化の理解や言語に関する研修の実施、外国の文化や生活に関する遊

びや教材を保育・教育に取り入れるなどの配慮も同様です。 

市川市においても、海外から帰国した子どもや外国籍の子どもなどが増えており、多

様性を尊重する態度や国際理解の意識の芽生えなどを育むことが幼児期の教育の今日

的な課題となっています。 

今後も、関係部局等との連携をさらに強化し、日本語の習得に困難のある子ども一人

一人に対して、個々の状況に応じた専門的・多面的支援の充実に取り組むとともに、就

園、就学機会の確保や情報提供、相談活動などの保護者支援に努めていきます。また、

多言語での入園案内の作成などを行い、丁寧で分かりやすい就園、就学案内を推進しま

す。 

 

■医療的ケア児 9への支援 

  令和 3 年 6 月「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」が制定され

ました。これにより、地方公共団体は、医療的ケア児及びその家族が、個々の医療的ケ

ア児の心身の状況に応じた適切な支援を受けられるよう、保育・教育を行う体制の拡

充を求めています。また、幼児教育を行う施設の設置者には、看護師などの配置、その
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他必要な措置を講じることが規定されています。 

市川市では、平成 29年度から公立及び私立の保育所、市川市立小・中・義務教育学

校・特別支援学校に在籍する医療的ケアを必要とする子どもたちやその家族が安心し

て学校生活を送ることができるよう、看護師を配置するなど、医療的ケアが安全かつ適

切に実施できる体制の整備を進めています。 

今後も、幼児教育を行う施設や学校での医療的ケア児への適切な支援が行えるよう

関係機関における情報共有を行うとともに、看護師の配置や看護師等の質の向上を図

るための研修体制の構築など、環境整備を進めます。また、就学にあたっては、医療的

ケア児の状態に応じた適切な学びの場について相談を丁寧に行うとともに、必要な情

報の引継ぎや医療との連携を図り、安全な医療的ケアの実施に努めます。 

 

（３）家庭・地域における子育て支援 

  ■子育て支援の充実 

   幼児教育を行う施設では、地域の子どもの成長や発達を促進する場、子育ての悩み

を相談する場など、様々な役割が求められており、園児だけに限らず、地域の子ども

の健やかな育ちを支援していく役割を担っています。地域に園を開き、つながること

で情報の共有や密着した教育を進めることができます。地域と連携した教育が重視さ

れている今、幼児教育を行う施設においては、自然や物、人などの地域の資源・力を

活用し、より豊かな教育活動を実現していくことが求められます。 

 市川市ではそれぞれの幼児教育を行う施設がもっている機能を有効に使い「園庭開

放」「子育て相談」など、地域の実情、保護者のニーズや子どもの実態を踏まえた支援

を定期的に続け、保護者の子育てへの不安感を解消し、孤立を防ぐことにつなげていま

す。 

   公立幼稚園２園に設置した「幼稚園子育て相談室」では、専任の「幼児教育相談員」
10が地域の未就学児をもつ保護者からの相談を受け、必要に応じて、情報提供や専門機

関への橋渡しをしています。また、巡回相談を担当する「幼児教育相談員」が適宜、

教諭や保護者を対象に各園に出向いて巡回相談を行っています。 

公立保育所では、在宅で子育てをしている人や出産を予定している人など、地域を対

象に育児体験や園児との交流、保育士・看護師・栄養士による子育て相談ができる「マ

イ保育園登録事業」や「地域交流」などを行っています。 

 今後も幼児教育を行う施設が、家庭・地域における子育て支援の中心的な役割を担っ

ていけるよう、支援体制の整備・充実を一層図っていきます。 

 

（４）職員の資質・専門性の向上 

■研修の充実 

教育・保育の質の向上には、幼稚園教諭、保育士、保育教諭の幼児理解を深め、自ら

の専門性の向上を図るために、ＯＪＴ11を基盤とした園内研修の実施が不可欠です。各

幼児教育を行う施設の方針や実情に合わせて、短時間であっても日々の保育を振り返

り、教育・保育課程の改善・充実に向けたカリキュラム・マネジメント 12の実施につな

げられるよう、意見交換などを行うことが有効です。 

また、研修と通常の保育活動、園内研修と園外研修、法定研修や幼児教育団体が実施
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する研修など、それぞれの機能や位置付けを構造化し、効果的な研修を行うことが重要

です。 

さらに、初任、中堅、管理職等といった各職階・役割に応じた研修体系の構築を行い、

それぞれの段階で求められる資質を明らかにし、キャリアステージ毎の研修の機会を

確保することが肝要です。 

今後も公立及び私立の幼稚園教諭・保育士・保育教諭が共に学び合う研修会を継続し

て実施し、幼児教育を行う施設の枠を超えた情報共有を進めていきます。また、公立幼

稚園、公立及び私立の保育所で行っている公開研究会・公開保育 13 への相互参観を推

進していきます。 

 

（５）教育環境の整備 

■具体的な体験 

急速な少子化の進行、家庭及び地域を取り巻く状況の変化などが複合的に絡み合い、

子どもの生活体験が不足している現状があります。 

そこで、幼児教育を行う施設においては、集団活動を通して、家庭や地域社会では体

験し難い、社会・文化、自然などに触れる中で、幼児期に育みたい資質・能力を育成し

ていくことが重要です。また一方で、家庭や地域社会での生活経験が幼児教育を行う施

設においてさらに豊かなものとなり、家庭や地域社会での生活に生かされるという循

環の中で望ましい発達を促すことが大切です。 

市川市では、各幼児教育を行う施設が、それぞれの特色を生かして創意工夫を重ね、

子どもが自発的・能動的に環境と関わりながら夢中になって遊ぶことで、発達に必要な

体験を積み重ねていくことができるよう、教育環境の充実に取り組んでいます。 

今後も、これまで積み重ねてきた実践を生かしながら、地域人材を積極的に活用する

など、家庭や地域との連携をさらに密にし、子どもが豊かな生活体験を得られるよう教

育活動の充実を図っていきます。 

 

■ＩＣＴ環境 

ＩＣＴについては、幼児期の直接的・具体的な体験が重要であることを踏まえ、ＩＣ

Ｔの特性や使用方法などを十分考慮した上で、子どもの直接的・具体的な体験をさらに

豊かにするための工夫をしながら、幼児教育を行う施設がその必要性に応じて活用を

進めます。また、オンラインを活用した交流活動や情報発信、教育相談や職員研修など

が効率的・効果的に実施できるよう、ＩＣＴ環境 14の充実に努めていきます。 

 

■安全対策 

教育環境の整備では、子どもたちが安心して遊べる安全な環境づくりが重要です。幼

児教育を行う施設では、安全計画を作成し、発達段階に応じた生活安全・交通安全・災

害安全教育を関係機関と連携の下、実施しています。様々な遊具や園庭の死角、危険が

考えられる設備に関しては、安全点検を定期的に実施し、安全管理を徹底しています。 

また、子どもが自分で必要に応じて機敏に体を動かし、危険を回避できるようにな

るためには、日常生活の中で十分に体を動かして遊ぶことが大切です。危険な場所、

事物、状況などがわかり、その時にどうしたらよいかを子ども自身が体験を通して学
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び取っていくことで、安全に対する構えを育てていきます。 

さらに、感染症への対応を取りつつ、子どもの健やかな育ちを守り、支え、教育環

境の整備も含めた幼児期の安全教育の内容及び方法の改善と充実を進めていきます。 

     

（６）関係機関相互の連携強化 

  ■公立と私立 

      幼児教育をより良い方向に進めていくためには、公立・私立、幼稚園・保育所・こ

ども園の枠を超えて情報共有や連携を進め、全体で幼児教育の質の向上に努めていき

ます。また、各幼児教育を行う施設が主催する研修会に相互参加することで、学び合い

の体制づくりを一層進めていきます。 

 

  ■教育委員会事務局と市長部局 

現在、幼児教育に関する事務については、主に、教育委員会事務局の学校教育部と市

長部局のこども政策部が担当しています。 

今後は、学校教育部とこども政策部による幼児教育連絡会を定期的に開催し、幼児教

育充実のための施策に関して連携強化を図っていきます。特に、幼児教育アドバイザー
15等の人的配置や地域の小中学校に配置されているスクールカウンセラー16及びスクー

ルソーシャルワーカー17の幼稚園での活用について、両部で検討を行い、多様な背景を

持つ家庭や子どもの発達の課題に対応できるよう、支援体制の整備に努めていきます。 

また、経済的困窮や虐待などにより、支援を必要としながらも支援が行き届きにくい

家庭に対しては、福祉担当部局や児童相談所等の関係機関とも連携強化を図りながら、

引き続き支援の充実に努めていきます。 

 

 

４ 方針の具現化に向けて 

    本方針の具現化に向けて、教育委員会事務局と市長部局が連携しながら、本方針に基

づき必要な施策を計画的に講じていきます。 

また、幼児教育を行う施設が、本方針に基づく自己評価や学校関係者評価等を適切に

実施することで、園運営の改善やカリキュラム・マネジメントの推進が図られるよう、

本方針の周知と活用を行っていきます。 

さらに、教育委員会においては、幼児教育の進捗状況を適切に評価するとともに、必

要に応じて本方針の見直しを行います。 
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＜脚注＞ 

 

1 幼児教育を行う施設 

公立及び私立の幼稚園、認定こども園、保育所等を指す。 

 

2 アプローチカリキュラム 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手がかりとしながら、幼児期にふさわしい

生活を通して、この時期ならではの資質・能力を育み、小学校での生活や学びにつながる

よう工夫されたカリキュラム 

 

3 スタートカリキュラム 

小学校に入学した子どもが幼稚園・認定こども園・保育所などの遊びや生活を通した学

びと育ちを基盤として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくため

のカリキュラム 

 

4 引継ぎに関わるガイドライン 

市川市が平成 21 年度に作成し、平成 30 年度に一部改訂した「幼稚園及び保育所と小学

校の引継ぎに関わるガイドライン」を指す。 

 

5 市川市特別支援教育推進計画 

「市川市教育振興計画」の部分計画として、特別支援教育の理念を確認しつつ、市川市内

の幼稚園を含む全ての学校における特別支援教育に係る取組の方針を定めた計画 

 

6 個別の教育支援計画 

 障がいのある幼児児童生徒一人一人のニーズを把握し、教育の視点から適切に対応して

いくという考えの下に、医療、保健、福祉、労働等の関係機関との連携を図りつつ、乳

幼児期から学校卒業までの長期的な視点に立って、一貫して的確な教育的支援を行うた

めに作成される支援計画 
 

7 個別の指導計画 
個々の幼児児童生徒の障がいの状態や発達段階などの的確な把握に基づいて、おおよそ

一年間の長期目標と学期ごとの短期的目標を立てて作成される指導計画 
 

8 特別支援教育コーディネーター 

 学校内の関係者や、福祉、医療等の関係機関との連絡調整及び保護者に対する学校の窓

口として、校内における特別支援教育に関するコーディネーター的な役割を担う者。各

校で指名され、担任等が兼務している。 

 

9 医療的ケア児 

医師の指示に基づき治療目的ではなく、健康を保持するために学校等で喀痰の吸引や経

管栄養、導尿などの医療的ケアが日常的に必要な児童生徒等のこと。 

 

10 幼児教育相談員 

専任の幼児教育相談員とは、市内の０～６歳の未就学児をもつ保護者からの相談に対

して適切な対応を行うために、市川市教育委員会が市川市立幼稚園に設置した相談室

に配置している者のこと。 
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巡回相談を担当する幼児教育相談員とは市内公私立幼稚園において、支援を必要とす

る子どもを担当する教諭への指導・助言及び保護者からの相談業務を通して、幼稚園

における特別支援教育の充実を図ることを目的に、市川市教育委員会が配置している

者のこと。 

 

11 ＯＪＴ 

   職場の上司や先輩が部下や後輩に対して実際の仕事を通じて指導し、知識・技術など

を身に付けさせる教育方法 

 

12 カリキュラム・マネジメント 

 学校の教育目標の実現に向けて、子どもや地域の実態を踏まえ教育課程（カリキュラ

ム）を編成・実施・評価しその改善を図る一連のサイクルを計画的・組織的に推進  

していくこと。  

 

13公開研究会・公開保育 

  幼稚園教諭・保育士・保育教諭が、資質・能力の向上を図るために、公開園の保育を

参観し協議会に参加することで、専門的知見を有する者（大学教授等）から実践改善

に向けた取り組み等への指導・助言などを受けること。 

 

14 ＩＣＴ環境 

  園務改善をはじめ、オンラインによる教員研修や家庭との連絡等ができる端末、幼児

生活では得難い体験の補完的教材としての視聴覚教材やコンピュータ等が使用できる

環境 

 

15幼児教育アドバイザー 

  幼児教育の専門的知見や豊富な実践経験を有し、域内の幼児教育を行う施設を巡回し, 

教育内容や指導方法、環境の改善等について指導を行う者のこと。 

 

16 スクールカウンセラー（ＳＣ） 

教育機関において、専門的な心理学的知識に基づき子どもたちや保護者等を対象に相談

業務等を行う専門職 

 

17 スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ） 

 教育機関と児童相談所などの行政機関との連携構築や経済的に困難な家庭や福祉的援助

を必要とする家庭に対して自立支援相談等を行う専門職 

 

 



市川市教育委員会では、自分や他人を大切にし、社会の中でたくましく生きていくことのできる子

どもの育成を目指して「人をつなぐ 未来へつなぐ 市川の教育」に取り組んでいます。幼児期は、

人格形成の基礎を培う重要な時期です。この時期に育まれた「心情・意欲・態度」は生きる力の基礎

となるものです。この生きる力の基礎を確かなものとするため、幼児期の教育と小学校教育の円滑な

接続を目指して「アプローチカリキュラム」と「スタートカリキュラム」を作成しました。

平成３０年９月

市川市・市川市教育委員会

資料５



 

 

 幼児期に育みたい資質・能力とは 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

○友達関係を深めながら自分の力を十分に発揮したり、互いのよさを認め

合ったりしながら、共通の目的に向かって自分たちで遊びを進めていく 
時期 

５歳  １０月以降の目指す具体的な姿 
 
●「なぜ」「どうして」と疑問を持ったり、物の性質や仕組みについて考えたりして、

これまでの経験を生かして遊びを進めるようになる。 
●ゲームや遊びの中で、数を数えたり文字にふれたりすること 

などを通して、数や文字に興味をもち必要感をもって遊びに 
取り入れられるようになる。 

●自分のことは自分で行い、自分だけではできないことは、友達や保育者の助けを

借りながら自分で考えて行動決定するようになる。 
●その日の予定がわかり、遊びの時間などを感覚的に捉え、時間や時刻を意識して

行動するようになる。 
●友達と協力したり、競ったり、挑戦したりして、体を動かすことを楽しむように

なる。 
 
 
●自分の思いや考えを相手にわかるように伝えたり、相手の話を聞いて理解したり

して行動するようになる。 
●ルールのある遊びの中で、チーム意識を持ったり競い合ったり、互いのよさを生

かしながら遊ぶ楽しさを感じるようになる。 
●危険な物や場所、遊び方がわかり、状況判断しながら安全に気を付けて遊ぶよう

になる。 
●心を動かすできごとを通して、感じたこと、考えたことを友達と一緒に表現する

ことを楽しむようになる。 
 
 
 
●いろいろな人との触れ合いの中で信頼感を持ち、自分が役に立つ喜びを感じるよ

うになる。 
●目的の達成のために、グループや学級の友達と協力して諦めずに努力し充実感を

味わうようになる。 
●季節の変化を感じとり、天候や気温などに応じて必要な生活の仕方を自分たちで

考えてするようになる。 
●生命あるものをいたわったり、大切にしたりする気持ちをもつようになる。 
●課題に粘り強く取り組もうとし、最後まで目的に向かって進められるようになる。 
●自分のよさや成長に気付くとともに、卒園や就学への喜びを感じ、学校への期待

と意欲をもつようになる。 
  

発
達
の
特
徴 

 

保育所保育指針や幼稚園教育要領等５領域（健康・人間関係・

環境・言葉・表現）のねらい及び内容に基づき、各園が幼児

の実情や幼児の興味関心等を踏まえながら展開する活動全体

によって一体的に育むものです。 

幼児期に 
育みたい資質・能力 

生 き る 力 の 基 礎 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
豊かな体験を通
じて、感じたり、 
気付いたり、分
かったり、でき
るようになった
りする。 
 

知
識
及
び
技
能
の
基
礎 

 

気付いたことや
できるようにな
ったことなどを
使い、考えたり、
試したり、工夫
したり、表現し
たりする。 

 
 
心情、意欲、態
度が育つ中で、
よりよい生活を
営もうとする。 
 
 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
基
礎 

 

幼児期の学びを小学校教育につなぐ  アプローチカリキュラム（５歳児１０月～３月） 

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等 



 
 
 
 

〇卒園に向かって、自分たちで園生活を進めていく時期 
〇就学に期待を高め、進学することを意識する時期 

 
 

保  育  の  展  開  例 
 
・自然事象や自然物に触れ、調べたり試したりする直接体験の機会をもつ。 
・生活や活動の中で数量や図形、文字などに親しめるような環境を整え、文字や図形など

で表現し、相手に伝える喜びや楽しさを感じられるようにする。 
・活動の中で鉛筆にも慣れて使えるように一人一人に応じて正しい鉛筆の持ち方を知ら

せ、運筆がなめらかになるようにしていく。 
・友達と力を合わせたり挑戦したりすることで、上達を実感できるような活動を提案する。 
・ロッカーの中を整えるなど、各自の所持品を管理する機会を取り入れる。 
・１日の流れを視覚化して自分で見通しがもてるようにし、時間や時刻を意識して行動で

きるようにする。 
・食事に関するきまりやマナーを守りながら、楽しく時間内に食べ 

られるようにする。（２０～２５分程度） 
 

 
・全体での活動前には、話し合う内容を明確に提示し、一人一人が自分の考えを話すこと、

相手の話を最後まで聞くことなど話し合いの仕方を伝えていくようにする。 
・活動後には、思ったこと、考えたこと、気付いたことなどを発表する振り返りの機会を

つくるようにする。 
・トラブルなどを通して相手の気持ちに気付いたり、やって良いこと 

悪いことに自分から気付くようにする。 
・友達と共通の目的を持ち、一緒に表現する機会を取り入れる 

ようにする。 
 
・活動のねらいに応じて椅子や机の並べ方・活用の仕方を変えるようにするとともに、よ

い姿勢で座ることを意識できるようにする。 
・クラスで取り組む活動では、先生の指示やルールにそって動いたり、合図を聞いて動い

たりするなど、自分の行動を意識できるようにする。 
・動植物の世話を通して、気付いたことや心を動かしたことに先生や友達と共感する経験

を重ね、大切にする気持ちをもてるようにする。 
・クラスの中で存在感、役立ち感を感じられる機会を多くする。 

家庭との連携 
・季節を通して身近な自然などに触れ、感じたことや不思議さなどを子どもと共感するように働き

かける。 
・子どもの疑問に一緒に考えたり、答えたりするように働きかける。 
・自分で所持品の管理や翌日必要なものを用意するなど、家庭でも自分で行動できるようなかかわ

りをお願いする。 

 

保育の展開例 
小学校にもつながる保育展開

例です。こちらを参考に、幼

児の実態や園の環境に応じて

各園で工夫してください。 
 

カリキュラム活用の仕方 
 
保育所保育指針、幼稚園教育要領等で示された資質・能力及び「幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿」を参照しながら市川市として育てたい姿を
目指し、各園の実情や実態に応じた具体的な指導計画を作成するための資
料として、活用してください。尚、この姿は小学校と共有することが望ま
れます。また、個々の状況に応じて「市川市個別の教育支援計画 市川ス
マイルプラン実施要項」・「幼稚園及び保育園と小学校の引継ぎに関わるガ
イドライン」に基づいて引継ぎを行い、関係機関との連携と情報の共有を
図りましょう。 

 
幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 
この姿は、教職員が指導を行う際に考慮するものであり、到達すべき目標
でないことや個別に取り出されて指導するものではないことに十分留意。 

幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿 

思考力の 
芽生え 

数量・図形、文字

等への関心・感覚 

豊かな感性と 
表現 

 

健康な心と体 

 

自然との関わり 
生命尊重 

道徳性・規範意

識の芽生え 

 

言葉による 
伝え合い 

 

自立心 

協同性 

 

社会生活との 
関わり 

 



 

 

 
 
 
 
 

 

１年生 ４月上旬 

まず、安心して人に親しむ、場所に親しむ、集団生活に慣れる学習を 

◎ねらい ・学習活動例【教科等】 ☆配慮事項 
◎先生や学級内の児童同士をつなぎ、仲良くなる 

【音楽・特別活動・算数】 
・手遊び歌、じゃんけん列車、校歌、春の歌 

            
◎興味を広げながら学習の素地を育てる     

【国語・図画工作】   
・姿勢、鉛筆の持ち方、ノート・下敷きの使い方、 

線なぞり、色ぬり       
  

◎小学校の生活に慣れる 【特別活動・道徳・生活】 
・時間を守る、休み時間の過ごし方、トイレの使い方 

            
◎先生や友達との関係を築く【生活・道徳・国語】 
・挨拶、返事、話をする、話を聞く 
・名前を言う、名前を聞く、担任の先生や友達と握手

する     
 

◎生活環境を整える      【特別活動・道徳】 
・身の回りの整理整頓 

（机の中、ロッカー、くつ箱、傘立て等） 
 

◎きまりを守り、安全に生活する 
【特別活動・道徳・体育】 

・並び方、廊下の歩き方、体操服の着替え方 
遊具遊び（校庭・体育館）   
 

◎自立心を高める       【生活・特別活動】 
・給食準備・後片付けの仕方、清掃の仕方 
 
 
◎学年の友達を増やす  【生活・特別活動・体育】 
・集会活動、学年体育  
 
◎他学年と交流し、親しみのある人を増やす 

【生活・特別活動】 
・ペア学年の交流活動、縦割り活動 
・上級生や他の先生方との関わり 

☆就学までの活動を生かし、児

童たちに馴染みのあるゲー

ムを取り入れる。 
 
☆就学までの経験を生かす。 
☆学習のルールを示す合言葉

や掲示物・ワークシートを活

用する。 
 
☆タイムタイマーや掲示物を

活用する。 
☆全校での共通理解を図る。 
☆児童との関わりを多く持ち、

毎日繰り返して習慣化を図

ったり、ゲーム形式で楽しみ

ながら取り組めるように工

夫したりする。 
☆児童が自分で整えやすい場

を設定する。 
☆写真やイラストの掲示物等

を活用する。 
☆先生の一方的な説話ではな

く、児童の育ちを生かし一緒

に考えてルールをつくるよ

うにする。 
 
☆当番表を活用する。 
☆就学までの育ちを生かして、

できることを増やしていけ

るようにする。 
☆学年で共通理解を図り、様々

な学習活動のなかで取り組

んでいく。 
☆他学年の担任と協力し全校

での共通理解を図る。 

まず、一人一人が安心感をもち、学校に親しみ、新しい人間関係の構築をねらいとした学習を中心に 
児童が安心感をもち、自分の力で学校生活を送れるように、人と関わる活動や環境作りを工夫しよう。 

 

少しずつ、合科的・関連的な指導による生活科を中心とした学習へ 
生活科を核として好きなことに没頭する中で、児童の自信や意欲が高まるように活動を構成しよう。 

 

そして、小学校６年間の土台となる教科等を中心とした学習へ 
児童の自立を促すようなカリキュラム・マネジメントを意識した指導計画を作成しよう。 

児童期の初期に目指す姿 
「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」と重なります。 

思考力の 
芽生え 

数量・図形、文字

等への関心・感覚 

豊かな感性と 
表現 

 

健康な心と体 

 

自然との関わり 
生命尊重 

道徳性・規範意識

の芽生え 

 

言葉による 
伝え合い 

 

自立心 

協同性 

 

社会生活との 
関わり 

 

幼児期の学びと小学校教育をつなぐ      スタートカリキュラム（１年生４月～） 



 
 
 

１年生 ４月中旬～  
 
 
 

徐々に教科等を中心とした学習へ 

 ◎ねらい ・学習活動例【教科等】 ☆配慮事項 
【生活科】 
◎友達や先生、学校を支える人々に親しみ、楽しく学校生活を送

ろうとする。 
・学校探検・校庭探検・植物の栽培等 
【特別活動】 
◎学級の友達と仲よくして、学校生活に慣れ、学校生活を楽しも

うとする。 
・係活動・当番活動・集会活動・グループで相談するゲーム等 
【道徳】 
◎進んで気持ちのよい挨拶をしたり、きまりを守ったりしようと

する。 
・紙芝居、絵本の活用・ロールプレイ等 
【図画工作科】 
◎自分の好きなものや伝えたいことを表現することを通して、表

現することを楽しもうとする。 
・お絵かき（クレヨン、色鉛筆）・空き箱工作（はさみ、のり、

セロハンテープ）・折り紙・粘土等 
【音楽科】 
◎友達と一緒に歌ったり体を動かしたりする楽しさを感じ取り

ながら、音楽を楽しもうとする。 
・じゃんけん列車・楽器遊び・振りをつけて歌う等 
【体育科】 
◎体を動かすことの楽しさを味わうとともに基本的な動きを身

に付けようとする。 
・鬼遊び・伝承遊び・固定施設を使った運動遊び・かけっこ・ 

リズム遊び等 
【国語科】 
◎学校生活の言葉や適切な声量を知り、本や文字、言葉に親しむ。

文字に興味をもったり、適切な姿勢・鉛筆の持ち方・筆圧で、

線や文字を書いたりする。 
・読み聞かせ・カルタ遊び・しりとり・ひらがな・言葉集め・ 

音読等 
【算数科】 
◎活動を通して数の感覚を豊かにして、物の個数を数えたり、唱

えたりする。 
・数当てゲーム・仲間をつくって数えるゲーム・おはじき遊び・ 

いくつといくつ等 

☆スタートカリキュラムの

中心教科として、合科

的・関連的な指導や弾力

的な時間割設定をする。 
 
☆当番活動・係活動などの

習慣化を図り、見通しを

持てるように児童の生活

の流れを大切にする。 
☆体験を通して実感的に理

解を深められるようにす

る。 
 
☆友達の作品を見たり、友

達と思いなどを伝え合っ

たりすることで考えを広

げられるようにする。 
 
☆就学までに取り組んだ馴

染みのある曲を取り上

げ、楽しめるようにする。 
 
☆就学までに親しんだ様々

な動きを友達と楽しみな

がら経験できるように課

題や活動の場を工夫す

る。 
☆繰り返し指導したり、掲

示物等を活用したりして

習慣化を図る。 
☆学校司書との連携を図

る。 
 
☆具体物やおはじき・ブロ

ック・数え棒などを活用

する。 

入学当初は、幼児教育（遊びや生活を通して総合

的に学んでいく教育課程等）から小学校教育（各

教科等の学習内容を系統的に配列した教育課程

等）へと滑らかにつないでいくことが大切です。 

生きる力 
教育課程全体を通して 

育成を目指す資質・能力 
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時間を測る 
タイムタイマー 

傘立ての使い方を示す 
掲示物 



スタートカリキュラム編成の基本的な考え方 
 
●幼児期の学びと育ちの様子や指導の在り方を把握しよう 

 ・幼稚園、保育所等を訪問し、園児の活動の様子を見学したり、 

教職員と意見交換したりする。 

 ・「市川市個別の教育支援計画 市川スマイルプラン実施要項」・「幼稚園及び保育園と小学校の引継ぎに関わるガイ

ドライン（平成３０年２月市川市教育委員会）」に基づいて引継ぎを行い、内容を活用する。 

●児童の発達を踏まえ、弾力的な時間割や学習活動を工夫しよう 

 ・１５分のモジュールで時間割を構成する。活動性のある学習活動をする。 

●生活科を中心とした合科的・関連的な指導を進めよう 

 ・自らの思いや願いの実現に向けた活動をゆったりとした時間の中で進める。 

●安心して学べる学習環境・生活環境を整えよう 

・幼児期の生活に近い環境（馴染みのある手遊び歌や絵本・自由に遊べる時間や場所等）を用意する。 

・分かりやすく学びやすい環境（文字や絵、写真などの掲示物）を用意する。 

 ・人と関わる楽しい活動（場所・人・集団・きまり等に慣れるための活動）を工夫する。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

４月第１週のカリキュラム（例）  １５分：１モジュール（Ｍ） 

今週のねらい【先生や友達と仲良くなる 自分でできることを増やす】 
 ４/○（○） ４/○（○） ４/○（○） ４/○（○） ４/○（○） 

朝の会  今日の予定 
健康観察 

今日の予定 
健康観察 

今日の予定 
健康観察 

今日の予定 
健康観察 

１ 

 音楽 手遊び歌 音楽 手遊び歌 音楽 手遊び歌 音楽 手遊び歌 
国語 読み聞かせ 国語 読み聞かせ 国語 読み聞かせ 国語 鉛筆の持ち方 

生活 わたしの教室 生活 わたしの学校 生活 友達つくろう 
図工 色鉛筆で色ぬり 

２ 

入学式 
（行事３Ｍ） 体育 校庭遊び 

学活 身支度・トイレ 国語 名前を言う 
国語 鉛筆の持ち方 
図工 色鉛筆でなぞる 

３ 

入学式後 

（学級活動３Ｍ） 
 

道徳 挨拶・返事 学活 廊下の歩き方 
身体計測 
（行事３Ｍ） 

算数 数のゲーム 

音楽 歌って踊ろう 音楽 歌って踊ろう 音楽 歌って踊ろう 

帰りの会 
一日の振り返り 
明日の予定 

一日の振り返り 
明日の予定 

一日の振り返り 
明日の予定 

一日の振り返り 
明日の予定 

一日の振り返り 
明日の予定 

下校 
１１：３０ １０：４０ 

集団下校 
１１：００ 
集団下校 

１１：３０ 
集団下校 

１１：３０ 
集団下校 

※参考 文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究センター「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム」 

全教職員で共通理解し、毎年、見直し・

改善を図ることが大切です。幼稚園・ 

保育園等の教職員との協議会や保護者へ

の説明会も計画しましょう。 

机の中の 
整理の仕方を表した掲示物 

就学前に似た 
班の形の机の並び 

いつでも手に取れる 
学級文庫 
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